
 
     

  

 

 

 

 

        

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「水無月」って水が無
な

い月？ 
副校長 島田 靖之 

 

 はじめまして、今年度より副校長として異動してまいりました、島田靖之（しまだ やすゆき）です。

身長が高いので、子どもたちから「身長何センチ？」とよく聞かれます。校舎内で、目立つと思いま

すが、よろしくお願いいたします。 

 早いもので、新年度が2か月経ちました。６月と聞いて、何を思い浮かべますか？「あじさい」「夏

至」「衣替え」「梅雨」「プール開き」・・・など様々なものが浮かびます。私は、「梅雨」を思い浮かべ、

あじさいの葉にかたつむりが付いている姿を連想します。６月は、何となく雨や水滴など「水」のイ

メージがあります。 

ところで、６月は旧暦で「水無月」と言われます。「水」をイメージした６月なのに、なぜこのよう

な漢字を使うのかを調べてみると、「無」は「ない」ではなく、連体助詞として「の」に読み替えると

いうことでした。つまり、「水のない月」ではなく「水の月」となります。なるほどと理解できました。

また、６月は、田植えの時期であり、田に水を引く「水張月」「水月」などが語源ともいわれています。

今月は、代かき、田植えと「水張月」らしい活動が予定されています。子どもたちの学びの場にお力

添えをいただければと思います。 

 さて、今年の夏はせっかちなのか、５月下旬から例年より高い気温の日が続いております。そんな

中でも、子どもたちは休み時間になると外に飛び出していき、汗びっしょりになりながら遊んでいま

す。プール開きが待ち遠しいというような声も聞こえてきます。教室に戻ってきた子どもたちは、汗

を拭きながら水分補給し、一仕事（一遊び）終えたというさわやかな顔をしています。 

まだまだ、夏の入り口に差し掛かったばかり。「水の月」として、「水分」「水泳」など様々な「水」

に気を付け、活動を進めてまいります。ご家庭でも、水筒の持参や帽子の着用などご協力をいただけ

ればありがたいです。 

最後になりますが、先日は多数の保護者の方に授業参観・懇談会にご参会いただきありがとうござ

いました。久しぶりに制限のない中での開催となりました。多数の方に来校いただいたので、教室の

中が多少見にくいところもあったと思います。保護者の皆様には、譲り合い、静かな学習環境づくり

にご協力をありがとうございました。少し緊張したおももちの子もいましたが、がんばりが見られま

した。２４日（土）には、土曜参観が予定されています。子どもたちの様子をご覧いただければと思

います。 

今後とも、本校の教育活動にご理解・ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

学校だより 
令和４年５月３１日 

横浜市立南本宿小学校 

校長 鈴木 亘世 
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４月 24 日（月） 田起こし見学 (１年) 
 

５月 12 日（金）社会「まちの様子」まちたんけん(３年) 
 

４月には、自分たちが住んで
いるまちの様子がどのように
なっているか、屋上からながめ
ました。屋上からだけでは、見
えない場所があることが分か
り、「実際に歩いて調査した
い！」という意見が出ました。 
実際に歩いてみると、屋上か

らは見えなかった日常生活で
利用しているスーパーマーケ
ットやこれまでに行ったこと
のなかった神社などたくさん
の発見がありました。 

５月９日（火）社会「ごみはどこへ」旭工場見学(４年) 
 

今年度も、テレビ放送での学援隊顔合わせ集会となりました。6年生代表児童が「学援隊クイズ」を出し
た後、学援隊の隊長・副隊長、PTA 校外委員長から、ご挨拶をしていただきました。学援隊の皆様、校外
委員の皆様、旗当番等をしていただいている保護者の皆様のご支援をいただきながら、今後も子どもたちが
安全に登下校することができるよう、学校でも指導をしていきます。 

 

           ◆スクールカウンセラーの６月予定について◆ 

 

スクールカウンセラー・小川みなみ先生の６月の来校予定は以下のようになっています。ご相

談のある方は副校長・児童支援専任までご連絡ください。 

 

＜来校予定日＞６月１日(木)全日 ８日(木)午前 １５日(木)午後 ２０日(火)午前 

５月 ８日（月）学援隊顔合わせ集会 
 

社会科の学習「ごみはどこへ」の内容を深めるため、資源循環局へ見学に行きました。工場内に運ばれ

たごみがどのように変わっていくのかや、環境のために工夫していることなど詳しく教えていただきまし

た。特に、私たちが生活の中でできることとして、食品ロスを減らすことが大切だと学びました。 

6 年生とこども自然
公園に行き、田起こし見
学をしました。田起こし
によって、どんどん田ん
ぼの土がほぐされてい
く様子に、「すごい。」、
「頑張れ～！」の声が上
がりました。１年生とし
ての水田活動に関わっ
ていく意欲がさらに沸
いた１日でした。 

 

 

 

 
 


